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九
州
大
学
教
授

野
田

進

先
生

野
田
進
教
授
は
、
一
九
五
〇
年
七
月
一
六
日
に
福
岡
県
山
田
市
（
現
嘉
麻
市
）
に
生
ま
れ
、
一
九
七
四
年
に
神
戸
大
学
法
学
部
を
卒
業
後
、

銀
行
勤
務
を
経
て
、
神
戸
大
学
大
学
院
修
士
課
程
を
修
了
さ
れ
、
そ
の
後
東
京
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
を
経
て
、
一
九
八
一
年
四
月
、

大
阪
大
学
法
学
部
に
講
師
と
し
て
着
任
さ
れ
た
（
翌
年
助
教
授
に
昇
任
）。
そ
し
て
一
九
九
二
年
四
月
に
九
州
大
学
法
学
部
教
授
に
昇
任
さ

れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

野
田
先
生
の
研
究
領
域
は
多
岐
に
亘
る
が
、
そ
の
骨
格
は
フ
ラ
ン
ス
法
と
日
本
法
と
の
比
較
法
に
基
づ
く
労
働
契
約
法
制
と
休
暇
法
制
の

研
究
で
あ
り
、
前
者
に
つ
い
て
は
『
労
働
契
約
の
変
更
と
解
雇
』

信
山
社
、
一
九
九
七
年
）
を
、
後
者
に
つ
い
て
は
『

休
暇
」
労
働
法
の

研
究
』

日
本
評
論
社
、
一
九
九
九
年
）
等
の
研
究
書
を
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
近
年
で
は
、『
労
働
紛
争
解
決
フ
ァ
イ
ル
』

労
働
開
発
研
究

会
、
二
〇
一
一
年
）
な
ど
、
労
働
紛
争
解
決
シ
ス
テ
ム
の
実
践
的
研
究
も
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
定
評
の
あ
る
教
科
書
『
労
働
法
の
世
界
（
一

一
版
）』

有
斐
閣
）
の
共
著
者
で
あ
り
、
著
作
物
は
他
に
も
多
数
に
上
り
、
常
に
現
実
の
雇
用
社
会
が
直
面
し
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
、
積

極
的
に
研
究
課
題
と
さ
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
七
年
五
月
か
ら
の
一
年
半
の
間
、
日
本
労
働
法
学
会
の
代
表
理
事
を
務
め
る
な
ど
、

学
会
活
動
で
も
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
い
る
。
野
田
先
生
の
研
究
・
理
論
は
、
先
生
の
教
育
活
動
や
社
会
活
動
に
還
元
さ
れ
る
と
同
時
に
、

そ
う
し
た
社
会
活
動
等
の
経
験
・
実
践
と
研
究
・
理
論
と
を
架
橋
す
る
の
が
、
野
田
先
生
の
研
究
の
大
き
な
特
徴
で
あ
ろ
う
。

教
育
面
で
は
、
そ
の
人
柄
を
慕
っ
て
、
毎
年
多
数
の
ゼ
ミ
生
が
野
田
先
生
の
下
で
労
働
法
を
勉
強
し
、
法
科
大
学
院
で
労
働
法
の
授
業
を

受
け
た
多
く
の
法
曹
実
務
家
が
活
躍
し
て
い
る
。
ま
た
、
法
学
府
で
は
、
留
学
生
を
含
め
て
多
数
の
労
働
法
研
究
者
を
養
成
さ
れ
、
最
近
で

は
、
社
会
保
険
労
務
士
な
ど
の
社
会
人
大
学
院
生
の
教
育
に
も
尽
力
さ
れ
て
い
る
。

大
学
の
管
理
運
営
面
で
も
、
九
州
大
学
法
科
大
学
院
（
法
務
学
府
）
長
を
二
〇
〇
六
年
四
月
か
ら
二
年
間
務
め
、
二
〇
一
〇
年
四
月
か
ら

九
州
大
学
総
長
特
別
補
佐
に
就
任
し
、
さ
ら
に
二
〇
一
二
年
か
ら
は
副
学
長
と
し
て
、
九
州
大
学
全
体
の
運
営
に
も
大
い
に
寄
与
さ
れ
た
。

九
州
大
学
の
国
立
大
学
法
人
化
に
伴
う
様
々
な
労
働
関
係
の
問
題
へ
の
対
処
も
、
野
田
先
生
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

社
会
活
動
に
目
を
向
け
れ
ば
、
一
九
九
四
年
か
ら
二
〇
〇
三
年
ま
で
福
岡
県
労
働
委
員
会
公
益
委
員
と
し
て
、
二
〇
〇
五
年
か
ら
二
〇
一

五
年
ま
で
は
同
委
員
及
び
会
長
と
し
て
、
集
団
的
労
働
紛
争
の
解
決
に
携
わ
り
、
ま
た
、
二
〇
〇
一
年
よ
り
二
〇
一
三
年
ま
で
福
岡
県
紛
争

調
整
委
員
会
会
長
及
び
主
任
調
停
委
員
と
し
て
、
個
別
的
労
働
紛
争
の
解
決
に
も
力
を
注
が
れ
た
。
実
践
と
理
論
と
い
う
野
田
先
生
の
ス
タ

イ
ル
が
こ
こ
に
あ
る
。

野
田
先
生
が
定
年
退
職
を
迎
え
ら
れ
る
に
あ
た
り
、
長
年
の
ご
功
労
に
対
す
る
感
謝
の
念
を
込
め
て
本
号
を
献
じ
る
と
と
も
に
、
先
生
の

今
後
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。




